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～東北３県 元気なカラダづくり復興支援活動～ 

子どもたちの心身健やかなカラダづくり応援プロジェクト 

「すこやカラダ大作戦 in みやぎ」 
運動習慣定着への事後プログラム 2019 実施のご報告 

 

小野薬品工業株式会社(本社:大阪市中央区、代表取締役社長:相良 暁、以下「小野薬品」)と特定非営利活動法人ス

ポーツ・コミュニティ・アンド・インテリジェンス機構（事務局：神戸市 代表理事：氏家 啓喜、以下「SCIX」）は宮城県東松

島市において、プロジェクト５年目となる「すこやカラダ大作戦 in みやぎ」を開催、2019 年 3 月のキックオフイベントをス

タートに、4 月から 6 月までに子どもたちの運動習慣定着へ向けた計 4 回の事後プログラムを開催しました。 

このプロジェクトは、東北 3 県で課題となっている小児肥満の改善をはじめ、次世代を担う子どもたちの健康の推進と、

心身ともにすこやかな成長を応援する目的で、糖尿病・がん領域に注力している小野薬品と、スポーツを通じた社会貢

献に取り組む SCIX が中心となり行っている取り組みです。 

すこやカラダ大作戦は、「スポーツやカラダを動かす楽しさ」を伝え、食生活や生活習慣に変化を与えていくことを目的

に開催しておりますが、今年度は 6～9 歳を中心に、延べ 287 名の子どもたちが参加しました。 

3月 30日に開催したキックオフイベントでは、トップアスリートと一緒に３つのスポーツを体験するとともに、生活習慣病

の専門医による健康に関するセミナー、地元食材を使った炊き出しの食育プログラム等を行いました。4 月以降、4 回に

わたる事後プログラムでは、さまざまなスポーツの体験を通じて、運動の習慣化につなげました。 

事後プログラム最終回への参加児童の保護者からは、子どもたちの変化について「経験したことのないスポーツにも

興味を持ってチャレンジするようになりました。」、「プログラムで体験した内容を、もう一度取り組むことにチャレンジして

いました。」、「以前より外で遊ぶようになり、運動全般に興味を持つようになりました。」といった子どもたちの前向きな変

化に関する感想が多く寄せられました。 

また、事後プログラムに参加した子どもたちの保護者アンケートでは、運動能力や体力に「良い変化があった」と答え

た保護者は 82％、また子どもたちの運動習慣に「良い変化があった」と答えた保護者も 86％と、多くの方が今回のプロ

グラムへの参加により、子どもたちの運動能力や体力、そして日常の運動習慣に良い変化があったことを実感されてい

ます。 

小野薬品と SCIX は今後も本プロジェクトを通じて、被災地域の子どもたちの元気なカラダづくりおよび小児肥満の改

善をはじめ、次世代を担う子どもの健康の推進に貢献していきたいと考えています。 

 

 

《保護者アンケート結果》 

◎子どもの運動習慣に「良い変化があった」    86％ 

◎体を動かす遊びをする機会が「増えた」   82％ 

◎運動能力や体力に「良い変化があった」   82％ 

◎子どもたちの食事を「意識するようになった」  68％ 



 

 

 

Q1. 子どもたちの日常の運動習慣に変化はありましたか？ 

     

 

Q2. 子どもたちの外遊び等のカラダを動かす遊びに変化はありましたか？ 

      

 

Q3. 子どもたちの運動能力や体力に変化がありましたか？ 

     
 

人数
① 良い変化があった 3
② 少し良い変化があった 16
③ 変化はなかった 3
④ 少し悪い変化があった 0
⑤ 悪い変化があった 0

22

回答

合計

人数
① よく遊ぶようになった 2
② 前より少し遊ぶようになった 16
③ 変化はなかった 4
④ あまり遊ばなくなった 0
⑤ まったく遊ばなくなった 0

22

回答

合計

人数
① 良い変化があった 2
② 少し良い変化があった 16
③ 変化はなかった 4
④ 少し悪い変化があった 0
⑤ 悪い変化があった 0

22

回答

合計

事後プログラム参加児童の保護者へのアンケート結果    



Q4. 子どもたちの日常行動の中で積極性に変化はありましたか？ 

      

 

Q5. 子どもたちの毎日の食事についてご家庭での意識は変わりましたか？ 

      

 

 

【参加児童保護者へのアンケートより抜粋】 

参加児童の保護者の感想 

 

 参加期間中に運動会があり、かけっこを頑張ることができました。 

 いろいろなスポーツに触れることができ、楽しい時間を過ごすことができたようです。 

 体を動かすことがさらに好きになれた気がします。 

 普段、体験する事ができないスポーツに触れることができ、大変良かったです。 

 プロの方々から指導していただけたのが、とても良い刺激になりました。 

 運動はもちろん、パラスポーツにも興味を持つようになり、とても勉強になることばかりでした。 

 高学年の子どもたちにもこの貴重な体験をさせてあげたいと思いました。 

 バドミントンが好きになり、現在でも続けています。 

 

 

 

人数
① 良い変化があった 3
② 少し良い変化があった 12
③ 変化はなかった 7
④ 少し悪い変化があった 0
⑤ 悪い変化があった 0

22

回答

合計

人数
① かなり意識するようになった 4
② 少し意識するようになった 11
③ 変わらなかった 7
④ 特に気を付けていない 0
⑤ その他 0

22

回答

合計



《「すこやカラダ大作戦 in みやぎ」キックオフイベントおよび事後プログラム》 

 

【本プロジェクトへの協力・関係者の声】 

東松島市総合型地域スポーツクラブ GOOD すぽーつ東松島 齋藤寿文さんのコメント 

 

「すこやカラダ大作戦」を通じて、アスリートの方々のゲストパフォーマンスや指導をはじめ、カラダを動かす楽しさを子ど

もたちに教えていただき、たくさんの笑顔が生まれました。東松島市の子どもたちが運動やスポーツに興味を持ち、親し

んでもらえるよい機会になったのではと感じています。 

 

以下に、事後プログラム４回の取り組みをご報告いたします。 

 

〔第 1 回 ：4 月 13 日〕「走る」「跳ぶ」「投げる」を楽しく体験し、運動を好きになってもらうメニュー（陸上競技①）〕 

円盤投げ・ボブスレー日本代表の宮内優さん、2010 年テヘラン室内陸上走り幅跳び金メダリストの猿山力也さん、東松

島市でかけっこ教室のクラスを持つ坂本佳那さんを講師に迎え、陸上教室を実施。70 名の子どもたちが参加し、「走る」

では、腕の振り方や足の上げ方などの走るコツを伝授。「跳ぶ」では、講師のデモンストレーションのロングジャンプでイメ

ージを持ってもらって、大きなマットで子どもたちも実践。列に並びながらも、それぞれ習ったコツを復習するなど、動き方

について、新しい発見があったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 テーマ 内容 講師 参加人数

キック
オフ

3月30日 （土）
10：00

～
14：30

スポーツやカラダを動かす
楽しさを伝える

ゲストアスリートパフォーマンス
スポーツレクリエーション
保護者向け　健康セミナー

潮田玲子さん：バドミントン/第16回バドミントン選手権大会日本代表、北京五輪・ロンドン五輪日本代表
福田正博さん：サッカー/元Jリーガー、元日本代表
外村哲也さん：トランポリン/北京五輪日本代表、第31回世界選手権日本代表
木幡美登里さん：トランポリン/世界年齢別選手権3度優勝
井上知也さん：バドミントン/2017全日本シニア大会 シングルス 優勝
坂本佳那さん：2006年日本インカレ女子三段跳び優勝。ヨガインストラクターの他、「キッズかけっこ教室」を主宰。
　　　　　　　かなぷーの愛称で、2015年の石巻でも事後プログラム講師として参加。

95名

第一回 4月13日 （土）
10：00

～
12：00

陸上教室①
「走る「跳ぶ」「投げる」を楽しく体験し、

運動を好きになってもらうメニュー

宮内 優さん：円盤投げ、ボブスレー2010年バンクバー日本代表。陸上クラブチームPro-Kids代表。
猿山力也さん：プロ陸上選手。走り幅跳び8mジャンパー。流山ホークアイ陸上グラブチーム監督。
坂本佳那さん：2006年日本インカレ女子三段跳び優勝。ヨガインストラクターの他、「キッズかけっこ教室」を主宰。
　　　　　　　かなぷーの愛称で、2015年の石巻でも事後プログラム講師として参加。

70名

第二回 4月20日 （土）
10：00

～
12：00

陸上教室② リレーバトンパスと長距離走

弘山晴美さん：現役時代は「トラックの嬢王」と呼ばれて日本女子陸上界のレジェンド。1996年アトランタ五輪、
　　　　　　　2000年シドニー五輪、2004年アテネ五輪と3大会連続出場。EVOLUアドバイザー。
今野 義人さん：順天堂大学陸上部出身、1992年の日本選手権・日本インカレ800ⅿ優勝。国際陸連レベル1認定コーチ。EVOLUコーチ。
坂本佳那さん：2006年日本インカレ女子三段跳び優勝。ヨガインストラクターの他、「キッズかけっこ教室」を主宰。
　　　　　　　かなぷーの愛称で、2015年の石巻でも事後プログラム講師として参加。

26名

第三回 5月11日 （土）
10：00

～
12：00

パラ競技体験

デモンストレーション
アイマスク着用でのウォーク＆ラン

トラップ＆パス
コーン当て競争

浦澤真人さん：コルジャ仙台ブラインドサッカークラブ代表
佐藤義之さん：コルジャ仙台ブラインドサッカークラブスタッフ。
伊藤慎哉さん：コルジャ仙台ブラインドサッカークラブ所属のフィールドプレイヤー。全盲選手。
柴田祐哉さん：コルジャ仙台ブラインドサッカークラブ所属のフィールドプレイヤー。
佐藤光さん：コルジャ仙台ブラインドサッカークラブ所属のフィールドプレイヤー。
浦澤蔣真さん：コルジャ仙台ブラインドサッカークラブ所属のゴールキーパー。
坂本佳那さん：2006年日本インカレ女子三段跳び優勝。ヨガインストラクターの他、「キッズかけっこ教室」を主宰。
　　　　　　　かなぷーの愛称で、2015年の石巻でも事後プログラム講師として参加。

56名

第四回 6月15日 （土）
10：00

～
12：00

ラグビーボールで遊ぼう！
SCIXオリジナルの「スペースボール」を

使って「だるまさんが転んだ」から複数人での
ボールゲームの楽しさを発見。

武藤規夫さん：SCIXラグビークラブコーチ
高木聡さん：SCIXラグビークラブコーチ
中野里美さん：SCIXスタッフ
協力：東松島ラグビー協会の皆さん
坂本佳那さん：2006年日本インカレ女子三段跳び優勝。ヨガインストラクターの他、「キッズかけっこ教室」を主宰。
　　　　　　　かなぷーの愛称で、2015年の石巻でも事後プログラム講師として参加。

40名

日程



 〔第 2 回： 4 月 20 日 リレーバトンパスと長距離走（陸上競技②）〕 

長距離トラック元オリンピック日本代表の弘山晴美さん、1992 年日本インカレ 800m 優勝の今野義人さんを講師に迎え、

陸上教室を実施。26 名の元気に走る子どもたちに講師たちからも熱のこもった指導がありました。5 月の運動会を前に

様々な陸上メニューに挑戦し、徒競走のスタートやリレーのバトンのパス練習では真剣な様子で、応援にも力が入ってい

ました。 

 

 

〔第 3 回： 5 月 11 日 パラ競技体験（ブラインドサッカー）〕 

地元仙台のブラインドサッカーチーム「コルジャ仙台」の皆さんを講師に迎え、56 名の子どもたちが参加。子どもたちはア

イマスクをつけてボールを追う難しさに最初は戸惑いながらも、声かけや音を鳴らして、他の子を積極的に誘導し、もっと

こうやった方がいいんじゃない、と相談をしながらプレーする姿がありました。また、選手のデモンストレーションを見た後

では、プレーをどのように行っているのか、普通のサッカーと違う点をどう工夫しているのか？などパラスポーツの選手

や種目に対して質問もたくさんあがっていました。 

 

 

 

〔第 4 回： 6 月 15 日 ラグビーボールで遊ぼう！（スペースボール体験）〕 

SCIX コーチ陣の武藤規夫さん、高木聡さん、地元東松島ラグビー協会の皆さまを講師に迎え、楕円形の「スペースボ

ール」を使った、リレーやゲーム形式の鬼ごっこ等のメニューを 40 名の子どもたちが体験。ボールを持ってディフェンスを

避けながら前に進む練習や、みんなでボールをリレー形式で回すゲームなど、初めて触る慣れない形のボールにも次第

に慣れて、元気いっぱいに走りまわり、チームプレーを楽しんでいました。 



 

 

「すこやカラダ大作戦」プロジェクト概要 

タイトル       ：東日本大震災復興支援活動 「すこやカラダ大作戦」 

主催  ：「すこやカラダ大作戦」プロジェクト実行委員会 

参画  ：小野薬品工業株式会社 

特定非営利活動法人スポーツ・コミュニティ・アンド・インテリジェンス機構 (SCIX) 

実施実績 ：2015 年／福島県大沼郡会津美里町（参加人数：延べ 233 名） 

    2016 年／宮城県石巻市（参加人数：延べ 381 名） 

    2017 年／岩手県大船渡市（参加人数：延べ 207 名） 

   2018 年／福島県相馬市（参加人数：延べ 131 名） 

   2019 年／宮城県東松島市（参加人数：延べ 287 名） 

 

参加対象 ：福島県、宮城県、岩手県の小学校低学年 

実施内容 ：スポーツ選手のパフォーマンス、スポーツリクリエーション、 

             生活習慣セミナー（保護者対象）など 

 

※本プレスリリースは、厚生労働記者会、厚生日比谷クラブ、重工業研究会、本町記者会、大阪化学工業記者クラブ、

道修町薬業記者クラブ、宮城県政記者クラブに配信しています。 

本件に関する報道関係の皆様からのお問い合わせ先 

「すこやカラダ大作戦」プロジェクト実行委員会 

広報担当 （株式会社サニーサイドアップ）担当：鈴木洋平（070-1639-9611）、蓮田、保井 

TEL: 03-6894-3251/FAX：03-5413-3050 Email：sukoyakarada@ssu.co.jp 

 


